
「託児サービスに関するアンケート調査」
集計結果報告

平成24年2月7日配布
平成24年2月17日回収

旭川医科大学 二輪草センター
（復職・子育て・介護支援センター）



○対象・・・全職員

○配布方法・・・紙媒体で各部署に配布、メール配信（HPからのダウンロード）

○回収方法・・・センターへ持参、メール添付、メールBOX投函

○配 布・・・1638人

○回 収・・・ 829人 （回収率50.6%）

アンケートの趣旨

・育児短時間勤務や部分育児休業制度を利用し働いている職員等

が、自己研鑽やキャリアアップのために時間外の研修等に参加でき

ないケースがある。託児サービスに関して各部署での要望等を把握

し、その結果を基に今後の支援活動の検討を行う。
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問１ 性別をお答えください。

問２ 年齢をお答えください。

女性

男性

ｎ=829

121人

( 15%）

409人

(49%)
54人（6%)

64人(8%)
13人(2%)

118人

(14%)

30人(4%)
20人(2%)

問３ 職種をお答えください。

教員

看護職員

医療技術職員

医員

研修医

事務職員

技術職員ｎ=829

641人

(77%)

152人

(18%)

36人(5%) はい

いいえ

回答なし

ｎ=829

問６ 大学内に子どもを預ける施設があれば院内
研修や症例検討会等に参加する子育て中
の職員が増えると思いますか？

306人

(37%)
501人

(60%)

22人(3%)
はい

いいえ

回答なし

問７ お子さんはいますか？

ｎ=829

745人

(90%)

80人(10%)

4人(0.5%)

はい

いいえ

回答なし

問４ あなたの職場に子育て中の職員は
いますか？

ｎ=829

220人

(26%)

536人

(65%)

73人(9%)

問５ 院内研修や症例検討会等は子育て

中の職員も参加しやすい時間帯に

設定されていますか？

はい

いいえ

回答なし

ｎ=829

0 10 20 30 40

0歳

2歳

4歳

6歳

8歳

10歳

12歳

19
34

32
35

27
24

36
24

23
23

24
21

16

人数

問８ お子さんの年齢をお答えください。（複数のお子さんが
いらっしゃる方は全てご記入ください）

n=306

職員の子どもの総数 539人
13歳以上 →    201人
高学年（10～12歳）→ 61人
低学年（7～9歳） →  70 人
幼 児 （1～6歳) → 188人
乳 児 （0歳） → 19人

託児が必要と思われる年齢の
子供（9歳以下）

277人



107人

(35%)
187人

(61%)

12人(4%)
ある

ない

回答なし

問9 時間外研修等のとき、託児がないために
参加できなかったことがありますか？

n=306

173人

(57%)
78人(25%)

55人(18%)

はい

いいえ

回答なし

問10 時間外の研修等に、託児があれば
参加しますか？

91人(30%)

169人

(55%)

46人(15%)
はい

いいえ

回答なし

問11 託児が有料の場合、利用しますか？

n=306

ｎ＝306

29人(10%)

249人

(81%)

28人(9%)
はい

いいえ

回答なし

問12 民間の託児料金は2時間あたり3,000円
～4,750円ですが、利用したいと思いますか？

n＝306

430人

(52%)170人

(20%)

20人(2%)88人(11%)

121人

(15%)
①1,000円～2,000円

②2,000円～3,000円

③3,000円以上

④その他

回答なし

問13 一回あたり（2時間）の託児料金は、
いくらが妥当だと思いますか？

n=829



時間外の研修等に、託児があっても参加しない理由

１．子どもの食事等の問題

・乳幼児期では、哺乳・入浴・食事の面で不可能。

・17時以降に託児のみでは子どもの食事ができない。

・食事サービスがなければ参加できない

２．子どもへの影響

・遅い時間に預けることへの抵抗感。

・子どもの生活スタイルが変わり大変。

・知らない託児に預けるのは子どもが嫌がる。

・子どもに負担をかけかわいそう。

３．子育て優先

・育児、家事を優先している。

・子どもとの時間が優先。

・子供の習い事の送迎。

４．送迎の問題

・子どもを迎えに行き戻ると時間がかかる。

・保育園からの移動が大変。
・一度家に帰って再度大学まで来るのもかえって大変、時間帯によっては

子どもを迎えに行っていたら間に合わない場合もある。

・子どもが3人いて1人2000円なら託児は無理。

・一人500円程度なら利用できる。割引があればいい。

・1時間500円で利用したことがある。託児の質が良ければ高くても利用する。

・無認可保育所で1時間500円～600円のところがある。

・損害保険料は有料、託児は無料。

・研修参加したくてもできない、ぜひ無料にしてほしい。

・1000円前後が妥当。

・看護師の時給より高い託児料金は払えない。

・研修のために２０００円～３０００円は払えない。

・勤務上必要な学内研修なら無料。自己研鑽なら有料でもよい。

・料金は研修内容による。院内研修なら無料、自己研鑽の研修は有料でもよい。

金額について



・気軽に預けられ安価な託児があると助かる。

・働きやすくなっている。時間外研修に参加できるように改善してほしい。

・ぜひ作ってほしい。

・託児があれば確実に研修参加する。

・対象年齢や時間帯など広い範囲で考えられるとよい。

・18時以降なら託児があっても参加しにくい。

・研修を時間内にしてほしい。

・資料配布やDVDを活用できればいい。

・研修、講演は時間内に、自己研鑽のための研修は時間外に。

研修時間について

その他

アンケート結果のまとめ

・託児があれば研修に参加したいと考える職員は 173人（57%）であった。

・託児があっても研修に参加しないと考える職員は 78人（25%）であった。主な理由

は、子供への影響や育児優先主義などであった。

・託児が有料でも研修に参加したいと考えている職員は 91人（ 30%）であった。

・託児料金が高くても研修に参加したいと考える職員は29人（10%）であった。

・託児料金が有料の場合、1,000～2,000円が妥当と考える人は52%をしめ、自由記

載では無料又は

500円～1000円を希望するとの回答が多かった。

・院内研修は無料、自己研鑽は有料と考える職員が多かった。

・研修時間を時間内にする、DVDを活用するなどの要望もあった。


